
宇美町・志免町と「窓口事務相互応援協定」を
締結しました

　宇美町、志免町、須恵町の3人の町長が宇美町
役場に集まり、「窓口事務相互応援協定」の協定書
に署名しました。
　この協定は、3町の職員に新型コロナウイルス
の感染者が出た場合、他町の職員が応援に駆け
付け、行政事務を継続する態勢をとることを目
的としたものです。
　3町いずれかの職員に感染者が出た場合、同じ
課の職員も濃厚接触者として出勤不能になるた
め、その町の行政サービスに支障が出ないよう、
ほかの町が職員を派遣します。相互応援の対象
となるのは戸籍の届け出や町民税、介護保険な
ど住民生活に不可欠な12項目の業務です。

TOWN TOPICS

4.21（火）

協定を締結した3町の町長（左から宇美町長、志免町長、須恵町長）

6月は現況届の提出月です
お忘れなく!!

児童手当

児童手当を受給している人は、毎年６月に現況届の提出が必要です。
これは、年度ごとに児童手当を引き続き受ける要件に該当するかを確認するためです。
現況届の提出がない場合は、６月分以降の手当が受けられなくなりますので、ご注意ください。
申請方法は次のとおりです。

▶ 申請方法 1階の子ども教育課へ郵送または持参
▶ 申請期間 令和2年6月30日（火）まで
▶ 申請に必要な書類 ◦現況届申請用紙（5月末までに郵送しています）
  ◦印鑑
  ◦健康保険被保険者証の写し（請求者が社会保険に加入している場合）
  ※児童と別居している場合などは、別途提出が必要な書類があります。
▶ 問い合わせ先 子ども教育課　☎ 932-1459（ダイヤルイン）　☎ 932-1151（内線150）

児童手当とは
　児童手当は、児童を養育している人に支
給することで、家庭における生活の安定と
児童の健やかな成長に役立てることを目的
とした制度です。
　須恵町に住民登録している人で、中学校
3年修了前までの児童を養育している生計
の中心者（養育者の中で、主に所得の高い
人）が請求できます。
　支給額は次のとおりです。ただし所得制
限があり、所得制限を超えた場合は、特例
給付として一律5,000円が支給されます。

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、郵送での提出にご協力ください

３歳未満 15,000円（一律）
３歳以上小学校修了前 10,000円（第1子・第2子）
３歳以上小学校修了前 15,000円（第3子以降）
中学生 10,000円（一律）
所得制限を超えた場合は特例給付 5,000円（一律）

※ 第3子以降とは、高校卒業まで（18歳の誕生日後の最初の3月31
日まで）の養育している児童のうち、3番目以降をいいます。

例  次の4人の子どもを養育している場合
　（大学1年生、高校2年生、中学3年生、小学6年生）
　  児童手当では、高校2年生の児童から第1子と数えるので、小学6

年生の児童は第3子となり、通常10,000円の手当が15,000円に
なります。高校生の児童が卒業すれば、第3子扱いはなくなり、
10,000円になります。
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題まちの話
TOWN TOPICS

　
梅
雨
時
期
を
迎
え
、
大
雨
や
長
雨
に
よ
る
土
砂

災
害
や
水
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
災
害
に
備
え
、
雨
量
や
土
砂
災
害
の

前
ぶ
れ
に
注
意
し
、
避
難
方
法
や
避
難
場
所
を
確

認
す
る
な
ど「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」と
い

う
気
持
ち
で
、
日
ご
ろ
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

日
ご
ろ
の
備
え

● 

最
新
の
気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、正
確
な
情

報
を
収
集
し
ま
し
ょ
う

　
梅
雨
時
期
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
な
ど
、
洪
水
が
起

こ
り
や
す
い
時
期
に
は
、
特
に
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
の
天
気
予
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
他
に
も
、
次
の
よ
う
な
手
段
で
情
報
を
入
手
で

き
ま
す
。

・
防
災
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
須
恵
町
で
は
防
災
行
政
無
線
放
送
に
よ
る
緊
急

時（
災
害
時
）放
送
お
よ
び
定
時
放
送
を
聞
き
逃
し

た
人
の
た
め
に
、
電
話（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）で
放

送
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

☎
０
１
２
０・８
９
４
０・５
５

・
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
町
内
で
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
を
発
表
す
る
と

き
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

● 

台
風
に
備
え
、
家
の
ま
わ
り
の
点
検
を
し
ま

し
ょ
う

　
家
の
周
り
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は
な

い
か
、
雨
戸
や
雨
ど
い
は
傷
ん
で
な
い
か
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●  

普
段
か
ら
、非
常
食
や
持
ち
出
す
も
の
な
ど
の

避
難
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
非
常
食
に
は
、
調
理
の
手
間
が
か
か
ら
ず
、
水

も
あ
ま
り
使
用
し
な
い
も
の（
レ
ト
ル
ト
食
品
や

缶
詰
な
ど
）を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
懐
中
電

灯
や
ラ
ジ
オ
、
乾
電
池
も
忘
れ
ず
に
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

● 

自
分
が
ど
の
ル
ー
ト
で
、ど
こ
に
避
難
す
べ
き

か
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
お
住
ま
い
の
地
域
に
避
難
勧
告
な
ど
が
発
令
さ

れ
た
場
合
に
備
え
て
、
避
難
場
所
と
避
難
経
路
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

● 

須
恵
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
ま

し
ょ
う

　
須
恵
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
災
害
の

危
険
箇
所
や
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
役
場
１
階
窓
口
や
総
務
課

窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
確
認
で

き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
ん
延
す
る

状
況
に
お
い
て
、
災
害
が
発
生
し
避
難
所
を
開
設

す
る
場
合
に
は
、
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
す
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
断
水
に
よ
り
水
道
水
で
の

手
洗
い
な
ど
が
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
り
、
避
難

所
な
ど
密
集
し
た
環
境
下
で
の
集
団
生
活
に
よ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
が
拡
大
す

る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
す
る
前
に
、
地

震
、
風
水
害
が
起
き
た
ら
ど
う
な
る
の
か
、
平
時

か
ら
事
前
準
備
お
よ
び
災
害
時
の
対
応
を
考
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

● 

本
当
に
避
難
所
へ
行
く
必
要
が
あ
る
人
を
適
切

に
受
け
入
れ
る
た
め
の
対
策

　「
避
難
」と
は「
難
」を「
避
」け
る
こ
と
で
あ
り
、

自
宅
で
の
安
全
確
保
が
可
能
な
人
は
、
感
染
リ
ス

ク
を
負
っ
て
ま
で
避
難
所
に
行
く
こ
と
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

　
本
当
に
避
難
所
に
行
く
必
要
の
あ
る
人
を
、適

切
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
自
宅
が
危
険
な
場
合
も
、
避
難
先
は
町
が
開
設

す
る
避
難
所
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
可
能
な
場

合
は
、
車
中
泊（
一
時
避
難
所
で
あ
る
健
康
広
場
、

各
小
学
校
お
よ
び
須
恵
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

開
放
）や
、
安
全
な
親
戚・
友
人
の
家
な
ど
に
避
難

す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

避
難
が
長
期
に
な
る
場
合
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク

ラ
ス
症
候
群
に
注
意
が
必
要
で
す
。

● 

手
洗
い
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
基
本
的
な
対

策
の
徹
底

　
避
難
者
や
、
避
難
所
運
営
に
係
わ
る
人
は
、
断

水
な
ど
の
影
響
が
な
い
場
合
、
頻
繁
に
手
洗
い
す

る
と
と
も
に
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
基
本
的
な

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

● 

避
難
所
の
衛
生
環
境
の
確
保

　
物
品
な
ど
は
家
庭
用
洗
剤
を
用
い
て
定
期
的
、

ま
た
は
目
に
見
え
る
汚
れ
が
あ
る
と
き
に
清
掃
す

る
な
ど
、
避
難
所
の
衛
生
環
境
を
で
き
る
限
り
整

え
ま
し
ょ
う
。

　
風
水
害
時
、
事
前
に
避
難
す
る
際
は
、
自
分
の

必
要
な
も
の
は
自
分
で
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
そ
の
際
、
必
要
な
物
品
を
持
っ
て
い
け
る

よ
う
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
、
降
雨
が
激
し
く
な

る
前
に
避
難
を
完
了
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

● 

避
難
所
に
持
っ
て
い
く
も
の

　
町
の
備
蓄
品
は
数
に
限
り
が
あ
り
、
無
い
も
の

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
分
の
必
要
な
も
の
は
自
分

で
持
っ
て
い
く
こ
と
を
徹
底
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

・
マ
ス
ク	

・ 

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、消
毒
シ
ー
ト
な
ど

・
体
温
計

・
寝
具（
毛
布
な
ど
）

・
ス
リ
ッ
パ

・
最
低
3
日
分
の
食
料
と
飲
料
水

・
着
替
え

・
ポ
リ
袋

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

・
石
鹸（
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
）

・
使
い
捨
て
ビ
ニ
ー
ル
手
袋

・
携
帯
ラ
ジ
オ

・
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
　
な
ど

● 

十
分
な
換
気
の
実
施
、ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど

　
避
難
所
で
は
、
十
分
な
換
気
と
、
避
難
が
必
要

な
人
が
避
難
所
で
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

梅
雨
時
期
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　
避
難
と
は
、
災
害
な
ど
を
避
け
て
安
全
な
場

所
へ
移
る
こ
と
で
あ
り
、
避
難
場
所
に
行
く
こ

と
だ
け
が
避
難
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
暗
く
な
っ
て
周
り
が
良
く
見
え
な
い
状
況
で

の
徒
歩
に
よ
る
避
難
や
、
す
で
に
増
水
し
て
い

る
川
の
近
く
を
通
っ
て
避
難
す
る
こ
と
は
大
変

危
険
で
す
。
状
況
に
よ
っ
て
は
自
宅
の
２
階
や

近
く
の
頑
丈
な
建
物
に
避
難
す
る
方
が
安
全
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。
状
況
に

応
じ
て
、
適
切
な
避
難
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
危
険
が
迫
っ
た
ら
、
命
を

守
る
最
低
限
の
行
動
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。
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